
令和８年度 第２回富士市立高等学校在り方審議会次第 

日 時 ： 令和８年９月２日（水） 15：00～ 

   会 場： 富 士 市 役 所 ６ 階 第 １・２ 会議室 

 

１ 開 会 

２ 議 事  

 （１）本日の審議内容／前回審議会の振り返り〔第１章〕  

 （２）市民アンケート・こども意見聴取 結果分析〔第２章〕  

 （３）課題整理（事務局提案）〔第３章〕  

         「市立高校の魅力化に向けた５つの重点課題」 

 （４）質疑と審議〔第４章〕  

３ 総括 その他（事務連絡）  

４ 閉 会 
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第２回 富士市立高等学校在り方審議会

令和８年 ９月２日 （水）

市庁舎６階 第１・２会議室
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第２回 富士市立高等学校在り方審議会 次第

〔第１章〕 本日の審議内容／前回審議会の振り返り

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析

〔第３章〕 課題整理（事務局提案）

 「市立高校の魅力化に向けた５つの重点課題」

〔第４章〕 質疑と審議

〔第５章〕 総括 その他（事務連絡等）
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〔第１章〕

本日の審議内容／前回審議会の振り返り
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◆ 本日の審議主題

市民アンケート・こども意見聴取の結果を踏まえた

富士市立高校のこれからの役割と魅力化の方向性

～今後の具体策の検討に向けて

目指す学校像の‘核となる考え方’を整理する ～

〔第１章〕 本日の審議内容
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〔第１章〕 本日の審議内容

◆ 本日の審議内容

１ 本市及び市立高校の現状と課題について共有する

２ 市民・中学生アンケート結果の共有及び

事務局が整理した「５つの重点課題」について確認する

３ 審議

⑴ 事務局が示す「５つの重点課題」の妥当性

⑵ 委員の専門的知見から見た追加・補足すべき重点課題

⑶ 重点課題の焦点化と改善案の検討（事務局「２案」との整合性）

◆本日のゴール ▼

目指す学校像の‘核となる考え方’を整理する
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◆前回審議会で共有された前提（振り返り）

※前回審議会資料をご確認ください。（下記に該当のスライド番号を付記します）

・審議会設置の背景 ・・・前回資料〔第１章〕 ６、１１、１２、２１、２６

・本市の現状整理  ・・・前回資料〔第２章〕 ４２、４３、４４～８１

・本審議会への諮問 ・・・前回資料〔第３章〕 ８３～８５

・市立高校２つの方向性（事務局案） ・・・前回資料〔第４章〕 ８９～９３

・質疑と審議   ・・・前回資料〔第５章〕 ９６

〔第１章〕 前回審議会の振り返り



回 時期 内容（予定）

第１回 ７月１３日（月）

（１）本審議会の趣旨 （２）本市の教育環境と市立高校

（３）諮問（市立高校の方向性、アンケート等実施報告）
（４）委員からの意見等の集約

第２回 ９月２日（水）
（１）市民アンケート・こどもの意見聴取（結果報告）
（２）委員知見と「重点課題」についての検討
（３）「重点課題」の焦点化と改善案の検討

第３回 １１月下旬
（１）事務局から方向性（素案）の提示
（２）具体的方策についての検討、答申に向けた審議

第４回 ２月下旬
（１）素案についての検討（１回目）
（２）答申に向けた審議

第５回
令和９年度
５月中旬

（１）素案についての検討（２回目）
（２）答申に向けた審議

第６回 ７月中旬
（１）原案として最終確認、完成
（２）答申についての最終確認
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〔第１章〕 前回審議会の振り返り
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〔第１章〕 前回審議会の振り返り

◆『審議会後のご意見書』に寄せられたご意見（※別冊参照）

（１）審議会の進め方について

（２）議論の在り方と方向性について

（３）今後の市立高校に期待することについて

（４）事務局の説明へのご意見

（５）今後の検討に必要な視点について

（６）関連するデータ等の情報提供について

（７）その他のご意見
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〔第２章〕

市民アンケート・こども意見聴取結果分析
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〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析

（１） 回答者の属性と回答一覧

市民アンケート
（市立高校と直接関わりない人が中心）

５１２人

こども意見聴取：市内中３・中２生
（実際に高校進学を控える当事者）

２，５３９人

市立高校との関わりなし ７３．４％ 進学希望 ９４．８％

中学生・高校生年代の子なし ７７．１％ 市立高校にきたことはない ７３．０％

市立校の魅力が「あまり（ほとんど）伝わっ
ていない」 と回答 計６０．５％

進学先として「興味がある」
〃 「  少しある 」  ４４．０％

上記から、本アンケートによる市民の意見
は、「市立高校に期待する役割」や「市税を
投入するうえでの公共的効果」への意見と
して理解する。

中学生の回答は、実際の高校選択における
判断基準や不安を直接示している傾向が
見受けられる。
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〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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（２）全体の傾向

視点① 地域社会や地元企業とのつながり

・市 民・・・地元企業や地域産業との連携を強く支持している

「地元企業や産業を支える：６４．８％」 「地元企業との連携：６２．３％」

・中学生・・・‘自身の関心や進路選択に役立つか’の視点で考えている

「仕事や職業を知る機会：３６．３％」 「地域イベントの企画運営：３２．３％」

視点② 資格・就職・進学など進路ニーズ

・市 民・・・就職や資格取得に向けた支援強化を期待している

「就職・資格取得に強い高校：５２．９％」 「資格取得支援強化：４８．８％」

・中学生・・・大学受験に向けた学習を重視している

「大学受験対策：５７．２％」 「大学に向けた勉強：４３．９％」

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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（２）全体の傾向

視点③ 学習支援と環境の在り方

ともに個性に応じた学びの支援と多様な進路へ対応を求めている

・市 民・・・「自立性を育成する教育：４８．４％」 「多様な個性や進路対応：４３．９％」

 「多様な学び方への対応：３１．６」

・中学生・・・「習熟度別授業：５０．３％」 「自習スペースの充実：４５．７％」

「面接や小論文指導：２６．２％」 「個別相談：２６．３％」

視点④ 資質能力と学校生活の充実度

・市 民・・・社会に出てから必要な資質能力の習得を強く求める

「コミュニケーション力：６２．１％」 「主体性：２８．７％」 「協働力」２３．４％」

・中学生・・・実生活の人間関係における心理的安全を重視する

「（不安は）友人関係：５３．１％」 「友達と楽しく過ごせる：３８．１％」ほか

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析



18

（２）全体の傾向

視点⑤ 学校の魅力発信（広報）

※（とくに市民の声から）市立高校の魅力発信が不足している可能性

・市 民・・・「あまり伝わっていない：３７．１％」 「ほとんど伝わっていない：２３．４％」

「分からない：１２．７％」

・中学生・・・「（市高に関心が）ある：１８．６％」 「（〃）少しある：２５．４％」

 「市立高校を訪れたことがない中学生：７３．０％」

視点⑥ 優先事項の違い

・市民は専門教育（実学系）を支持するが、中学生は大学進学（普通教科）の

充実を求める

・市民は「地元定着」を求める声が多いが、中学生は「外への選択」を希望

する意見もあり

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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（２）全体の傾向

視点⑦ 各アンケート全体からの見取り

・中学生の傾向 ・・・ 地域活動、企業体験、大学連携、ボランティア

に関心はあるが、起業や地域課題、環境・防災

への学びは強い動機にはつながらない。

（自分に合う学習、進学、部活動、友人関係を強く意識）

・市民の傾向 ・・・  地域連携や探究に一定の期待の声。今後を見

  据えた学問領域（ＡＩ・デジタル・起業・英語）、

  富士市を支える実学領域（製造業・医療・福祉）

  への期待が大きい。

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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（２）全体の傾向

視点⑧ 事務局２案への示唆

  Ａ案への示唆

「探究」の言葉だけでは主要な志望動機に繋がらない。

「探究」を、生徒の個の学び（関心）や進路に紐づけて具体的な価値

となることを伝える必要性あり。

  Ｂ案への示唆

理念は魅力的だが、中学生の関心度（起業や商品開発6.0％、プログラ

 ミング・デジタル制作12.3％）からは、これだけでは志願に繋がりにくい。

理念を進学、資格取得と就職、行事等と同時に整える必要性あり。

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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（２）全体の傾向

視点⑧－１ その他、中学生の視点から

部活動への参加

・「学校内外で挑戦したいこと」 部活動   ４６．９％

・「高校に合ったら魅力的な環境」 部活動の充実 ４４．４％

学校行事

・「どんな雰囲気の学校に通いたいか」 行事が盛り上がる ２０．４％

   ・「高校に合ったら魅力的な環境」 行事の充実 ４０．６％

アルバイト

 ・ 「学校内外で挑戦したいこと」 アルバイト   ４３．６％

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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（２）全体の傾向

視点⑧－２ その他、市民の視点から

      新学科、新コースを設置するとした場合、望ましい分野への回答

 ・ 情報・デジタルコース ・・・ ４５．１％

 ・ 福祉・看護・保育系コース ・・・ ４１．４％

 ・ 国際・外国語コース  ・・・ ３４．０％

 ・ 地域創造コース ・・・ ３１．４％

   「市立高で今後強化すると良い内容」（質問９）、「市立高校が必要であり続け

るために重要なこと」（質問１２）、「市立高生徒へ期待すること」（質問１３）

➾ いずれの質問も「地域企業と連携」した学びが第１位（過半数）

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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（３）市民の期待 （自由記述の読み取りから） ※別紙参照

富士市立高校に求められる基本的な役割についての質問

市民意見の大きな傾向として、市立高校には、一般的な進学校や

部活動の強豪校ではなく「富士市が設置する意味」を明確に持つ

高校であることが期待されていることが読み取れた

〈 市民が期待する学校像 〉

地域に根付きながら、地域の外にも挑戦できる人材を育てる存在

▼

「地域密着」と「多様な進路」を両立する高校 と整理した

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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「地域密着」と「多様な進路」を両立する高校 と考える根拠

【自由記述からの見取りと共通理解】

•富士市を学びの起点として、全国・世界に挑戦し、将来は富士市に

残る（戻る）ことも、外から富士市を支えることもできる人材を育成。

•進学実績だけでなく、就職・資格・技術・地域貢献など多様な成果が

学校の価値として捉えられていること。

•市立高校には、教育機関としてだけでなく、地域課題の解決拠点・

市民の学びの場としての役割も期待されていること。

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析

期待の柱 期待の具体

①地域貢献人材の育成
富士市の課題を理解し、地域活動・起業・情報発信などを

通じて地域に還元する人材

②地域産業と接続した実学
地元企業・行政・大学等との継続的な連携、課題解決型授

業、職場体験、資格取得

③富士市を教材にした探究
産業、歴史、文化、自然、防災、福祉、環境などを学び、実

際の地域課題の解決に取り組む学び

④多様な生徒・進路への対応
大学進学、専門学校、就職、起業、地域活動など、多様な将

来像に応える教育

（３）市民の期待 （自由記述の読み取りから）
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（４）市民間で分かれた論点

→ 市立高校としての公共性 特色化のバランス が問われている

  ・県外生徒の受け入れについて

  【市民優先を求める意見】

「市立高校として、富士市の生徒を優先すべき」 「地元の子どもが入学しやすい

学校にしてほしい」 「市税を市外・県外生徒のために使うことへの疑問」・・・等

  【県外募集に理解を示す意見】

  「全国から生徒を集める特色校を目指してもよい」 「外から来た生徒が富士市の

   魅力発信に貢献する」 「多様な生徒との交流が市内生徒への刺激になる」・・・等

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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（４）市民間で分かれた論点

   ・スポーツ強化の位置付け

  【肯定的な意見】

 「文武両道やスポーツを通じた人材育成を進めてほしい」 「施設を活用し、富士

市のスポーツ振興に繋げてほしい」 「小中学生や地域クラブとの交流促進を」

  【慎重な／批判的な意見】

    「スポーツ探究や強化の意義が分かりにくい」 「県外生徒の受け入れに市税を投

入していることに疑問がある」 「商業、就職、資格、理数教育等を優先すべき」

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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 「地域密着」と「多様な進路」を両立する高校

の視点から実現する場合に熟議が必要な要素

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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（５）示唆すること （方向性を検討する上で考慮したい事）

〔第２章〕 市民アンケート・こども意見聴取 結果分析
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〔第３章〕

課題整理（事務局 提案）

「市立高校の魅力化
に向けた５つの重点課題」



▼  ▼  ▼     ▼   ▼

31

必要

（事務局案）
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〔第４章〕 質疑と審議

◆ 会長所感

◆ アンケートの結果分析／課題整理と審議の進め方

◆ 事務局への質疑・確認等

◆ 審議の開始

⑴ 事務局が示す「５つの重点課題」の妥当性

⑵ 委員の専門的知見から見た追加・補足すべき重点課題

⑶ 重点課題の焦点化と改善案の検討（事務局「２案」との整合性）
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〔第５章〕 総括、その他

◆ 次回の審議会について

令和８年１１月下旬（ ）予定

◆ 今後の事務局と審議会との情報共有について

◆ その他（事務連絡等）
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